


▲1 ▲2

キャンプの効果を高める環境とは？

生活・環境とキャンプの効果
　キャンプでは自然環境を活用して、非日常的な生活を行いますが、どの程度自然を
取り入れることが効果的なのでしょうか？
　平成19年度の調査では、ほとんどのキャンプは自然が豊かなところで行われていま
した。しかし、宿泊の形態は様々で、宿舎中心が約55％となりました。また、食事の
形態も様々で、全体としてスタッフからの提供がやや多めとなっていました。では、
これらの違いとキャンプ効果との関係はどうでしょうか？

　キャンプを行ったフィールドの「自然度」に
ついて、「民家や農地に近いが、自然に囲まれて
いる」環境で行うキャンプの方が、「近くに民家
はなく、非常に自然が豊富」な環境で行うキャ
ンプよりも、効果が高くなりました（図１）。
これは一見、自然が少ない方がいいようにも受
け取れますが、「自然がほとんどない」環境や
「自然が少ない」場合では、キャンプの効果は
さほど高くありませんでした。「民家や農地に
近いが、自然に囲まれている」、つまり里山的
な、自然と人とが共存している環境に身を置き、
それらのつながりを体験することがよいのでし
ょう。

自然とのつながりを感じる環境

図１．自然度とキャンプの効果

図２．天候とキャンプの効果
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　キャンプ生活では、その非日常性や自然体験から多くのことを学びます。学習効果を高める
ためには、ただ厳しさや、非日常性に我慢する体験だけではなく、バランスを考慮する必要が
あるといえるでしょう。また、指導者の思惑通りに環境を整えることは難しいですが、それぞ
れの環境・状況を活用する目的やタイミングを考えたプログラミングや柔軟性が求められてい
るのではないでしょうか。

　キャンプの宿泊形態については、「ほとんど
宿舎泊」と「ほとんどテント泊」よりも、両方
バランスよく行うキャンプの方が効果が高くな
りました。食事については、提供される食事中
心よりも、自炊を多く行った方が、自然とのつ
ながり、思考・判断力により高い効果がありま
した。
　また、キャンプ中の天候については、指導者
の意図によって左右できるものではありません
が、調査の結果から見ると、穏やかな天候ばか
りだったキャンプよりも、厳しい天候があった
キャンプの方が効果が高くなりました（図２）。

宿泊形態・キャンプ期間中の天候
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